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一般質問（5）・予算の審査から

予

算

の

審

査

か

ら

　
今
定
例
会
で
は
、
９
月
18
日
・
19
日
の
両
日
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
平
成
19
年
度
補
正
予
算
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
の
視
点
で
誰
も
が
安
全
・
安
心
で

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
！

山
崎
　
英
昭
（
民
主
･
社
）

ご
み
収
集
、
多
重
債
務
法
律
相
談
、

熱
中
症
対
策
等
に
つ
い
て
問
う

相
馬
　
和
弘
（
民
主
・
社
）

市
民
と
の
約
束
が
守
れ
る
の
か
？

健
診
事
業
の
無
料
化
継
続
！桐山

　
ひ
と
み
（
民
主
・
社
）

交通ルールを学ぶ子どもたち（保谷第二小学校）

ごみの戸別収集

上向台小学校の築山（向台町6丁目）

質
問
　*

景
観
行
政
団
体
に
な
り
、

住
民
と
と
も
に
良
好
な
街
並
み

を
つ
く
り
、
守
っ
て
い
く
主
体

的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
だ
！

ま
た
、
景
観
や
緑
を
守
り
、
市

民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
建
築

確
認
事
務
を
行
う
べ
き
だ
！

答
弁
　
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

質
問
　
多
く
の
市
民
か
ら
道
路

や
歩
道
の
整
備
を
求
め
ら
れ
て

い
る
。
積
極
的
な
整
備
を
！

答
弁
　
長
期
的
な
視
野
に
立
ち

計
画
的
に
進
め
た
い
。

質
問
　
自
転
車
で
あ
っ
て
も
、

死
亡
事
故
な
ど
の
重
大
事
故
に

な
る
危
険
性
を
十
分
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
警
察
な
ど
と
も

連
携
し
、
自
転
車
利
用
の
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
！

答
弁
　
警
察
や
交
通
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
連
携
し
て
、
自
転
車

利
用
者
に
対
す
る
指
導
・
啓
発

及
び
市
内
都
立
高
校
へ
の
指
導

要
請
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
電
動
三
・
四
輪
車
の
利

用
者
が
増
え
て
い
る
。
道
交
法

上
は
歩
行
者
と
同
様
で
あ
り
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
化
と
市
民
へ
の
啓

発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
駅
や

公
共
施
設
な
ど
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
に
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
！

答
弁
　
電
動
三
・
四
輪
車
の
利

用
者
増
は
認
識
し
て
い
る
。
だ

れ
も
が
安
全
で
快
適
に
活
動
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

検
討
を
進
め
た
い
。

質
問
　
９
月
よ
り
ご
み
の
戸
別

収
集
が
ス
タ
ー
ト
し
、
10
月
か

ら
廃
プ
ラ
の
分
別
、
来
年
１
月

よ
り
有
料
化
が
実
施
さ
れ
る
。

　
市
民
へ
の
説
明
は
十
分
な
の

か
。
市
民
負
担
に
つ
い
て
理
解

と
協
力
は
得
ら
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
過
程

で
は
コ
ス
ト
も
か
か
る
。
き
ち

ん
と
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

き
た
い
。

質
問
　
ひ
ば
り
が
丘
団
地
地
区

計
画
に
つ
い
て
、
現
在
あ
る
福

祉
作
業
所
、
児
童
館
、
学
童
ク

ラ
ブ
の
取
り
扱
い
、
ま
た
、
保

育
園
、
高
齢
者
施
設
の
整
備
計

画
は
ど
う
か
。

市
長
　
現
在
、
庁
内
で
調
整
を

進
め
て
い
る
。
児
童
館
は
ス

ポ
ー
ツ
に
重
点
を
置
い
た
新
し

い
児
童
館
づ
く
り
を
目
指
す
。

質
問
　
多
重
債
務
問
題
は
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

他
の
自
治
体
で
は
市
が
法
律
相

談
事
業
に
取
り
組
み
、
多
く
の

過
払
い
金
を
業
者
か
ら
回
収
す

る
な
ど
の
事
例
も
あ
る
。
市
と

し
て
積
極
的
に
取
り
組
め
。

市
長
　
都
は
対
策
会
議
を
設
置

し
て
い
る
が
、
共
同
体
制
を
と

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

市
の
法
律
相
談
で
の
弁
護
士
の

直
接
受
任
も
検
討
す
る
。

質
問
　
記
録
的
な
猛
暑
の
中
、

他
市
中
学
校
で
夏
季
部
活
動
中

に
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
事
故
が

起
き
た
。
市
教
育
委
員
会
の
対

応
と
対
策
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
未
然
防
止
、
迅
速
な

対
応
を
喚
起
し
た
。

質
問
　
基
本
健
康
診
査
は
、
市

独
自
で
追
加
し
た
検
査
項
目
が

あ
り
他
市
と
比
較
し
て
も
大
変

充
実
し
た
内
容
だ
。
今
後
の*
特

定
健
診
の
項
目
は
。

答
弁
　
特
定
健
診
の
項
目
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
た
内
容
。
市
独
自
の

検
査
項
目
を
実
施
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
法
の
趣
旨
や
各
市
の

状
況
な
ど
医
師
会
の
先
生
方
に

ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
関
係
機

関
と
協
議
調
整
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
老
人
保
健
法
対
象
外
の

18
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
健
診
継

続
を
望
む
が
、
今
後
の
考
え
は
。

答
弁
　
各
医
療
保
険
者
に*

特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
総
合
的

に
勘
案
し
た
中
で
検
討
し
た
い
。

質
問
　
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

が
ん
検
診
を
含
む
健
診
事
業
の

無
料
化
継
続
を
掲
げ
て
い
る
が
、

約
束
は
守
れ
る
の
か
。

答
弁
　
今
後
限
ら
れ
た
財
源
、

医
療
資
源
等
を
十
分
生
か
し
な

が
ら
健
康
長
寿
の
ま
ち
が
ど
う

し
た
ら
実
現
で
き
る
か
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
。

質
問
　
青
嵐
中
学
校
に
中
学
校

給
食
を
想
定
し
た
多
目
的
施
設

が
あ
る
の
で
、
試
行
的
に
検
証

す
べ
き
だ
と
提
案
し
て
き
た
。

答
申
結
果
が
出
た
の
で
、
青
嵐

中
学
校
は
自
校
方
式
に
て
試
行

的
に
始
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
青
嵐
中
学
校
の
自
校
方

式
の
こ
と
や
時
期
に
つ
い
て
も

答
申
内
容
を
検
証
し
て
ま
い
り

た
い
。

◆
一
般
会
計

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
18
億
１
千
500
万

４
千
円
を
追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

603
億
５
千
300
万
４
千
円
と
す
る

も
の
。

　
歳
入
の
主
な
項
目

・
不
動
産
及
び
株
式
の
譲
渡
所

得
の
増
加
に
伴
う
個
人
市
民

税
の
増
に
よ
り
市
税
を
８
千

421
万
５
千
円
増
額
。

・
繰
入
金
を
８
億
９
千
302
万
５

千
円
増
額
。
そ
の
う
ち
基
金

繰
入
金
は
（
仮
称
）
保
谷
駅

前
公
民
館
・
図
書
館
整
備
事

業
の
財
源
及
び
東
京
都
市
収

益
事
業
組
合
の
欠
損
補
て
ん

の
た
め
の
財
源
と
し
て
３
億

４
千
100
万
円
増
額
。

・
前
年
度
繰
越
金
を
７
億
３
千

13
万
２
千
円
増
額
。

・
市
債
を
（
仮
称
）
保
谷
駅
前

公
民
館
・
図
書
館
整
備
事
業

等
の
財
源
と
し
て
９
千
995
万

７
千
円
増
額
。

　
歳
出
の
主
な
項
目

・
総
務
費
は
、
東
京
都
市
収
益

事
業
組
合
の
清
算
事
務
に
伴

う
欠
損
補
て
ん
金
に
か
か
わ

る
負
担
金
３
億
３
千
665
万
３

千
円
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
基

金
積
立
金
９
千
500
万
円
な
ど

計
４
億
９
千
924
万
３
千
円
を

増
額
。

・
福
祉
施
策
に
対
す
る
安
定
的

な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の

地
域
福
祉
基
金
積
立
金
等
に

よ
り
民
生
費
を
１
億
７
千
223

万
６
千
円
増
額
。

・
（
仮
称
）
石
川
島
跡
地
周
辺

道
路
整
備
計
画
（
案
）
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
道
路
整

備
予
定
地
を
土
地
開
発
公
社

に
よ
り
先
行
取
得
す
る
こ
と

に
伴
い
、
公
社
が
金
融
機
関

に
対
し
て
支
払
う
利
子
相
当

額
等
と
し
て
土
木
費
を
２
千

350
万
２
千
円
増
額
。

・
外
国
人
英
語
指
導
補
助
員
派

遣
事
業
、
谷
戸
小
学
校
の
児

童
数
増
加
対
策
と
し
て
図
書

室
を
普
通
教
室
に
転
用
す
る

た
め
の
改
修
工
事
、
上
向
台

小
学
校
校
舎
増
築
に
伴
う
築

山
等
の
撤
去
・
整
地
に
す
る

た
め
の
経
費
、
（
仮
称
）
保

谷
駅
前
公
民
館
・
図
書
館
の

整
備
工
事
等
に
よ
り
教
育
費

を
１
億
２
千
185
万
８
千
円
増

額
。

・
平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
余

剰
金
（
２
分
の
１
）
の
積
み

立
て
な
ど
に
よ
り
諸
支
出
金

を
９
億
９
千
700
万
円
増
額
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
青
嵐
中
学
校
建
て
替
え
工
事

の
解
体
の
遅
れ
の
原
因
と
な

っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
作
業

の
、
保
護
者
に
対
す
る
通
知

に
つ
い
て

・
石
川
島
跡
地
周
辺
道
路
整
備

に
係
る
ま
ち
づ
く
り
整
備
基

金
と
道
路
用
地
取
得
に
当
た

っ
て
の
財
源
に
つ
い
て

・
谷
戸
小
学
校
改
修
工
事
に
関

し
、
①
ク
ラ
ス
数
の
見
込
み

は
も
っ
と
早
く
察
知
し
、
当

初
予
算
で
見
込
み
が
つ
か
な

か
っ
た
か
。
②
工
事
期
間
中

の
学
校
運
営
に
つ
い
て
。
③

図
書
室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
等

の
対
応
の
配
慮
、
当
事
者
に

対
す
る
説
明
に
つ
い
て

・
上
向
台
小
学
校
増
築
工
事
・

設
備
工
事
に
関
し
、
①
当
初

予
算
に
計
上
す
る
べ
き
で
、

計
画
性
が
な
い
の
で
は
な
い

か
。
②
築
山
の
樹
木
移
設
に

つ
い
て
。
③
工
事
車
両
に
つ

い
て
。
④
焼
却
炉
の
ア
ス
ベ

ス
ト
に
つ
い
て
。
⑤
向
台
小

の
校
庭
面
積
と
の
検
討
は
。

近
い
将
来
敷
地
を
取
得
し
、

校
庭
を
広
げ
る
等
の
考
え
は
。

・
空
調
設
備
工
事
を
行
う
地
区

会
館
の
築
年
に
つ
い
て

・
授
業
改
善
研
究
推
進
校
事
業

の
校
内
体
制
の
整
備
・
授
業

公
開
に
つ
い
て

・
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の

自
立
支
援
事
業
費
と
適
応
指

導
教
室
事
業
費
の
対
象
者
・

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

・
（
仮
称
）
保
谷
駅
前
図
書

館
・
公
民
館
に
関
し
、
①
実

施
設
計
の
幼
児
用
ト
イ
レ
の

位
置
・
動
線
に
つ
い
て
。
②

駅
前
の
図
書
館
と
い
う
こ
と

か
ら
の
運
営
の
特
徴
に
つ
い

て
・
定
率
減
税
の
廃
止
等
、
増
税

に
対
す
る
苦
情
及
び
そ
れ
に

対
す
る
職
員
の
研
修
に
つ
い

て
・
有
料
化
に
よ
る
ご
み
の
不
法

投
棄
対
策
に
つ
い
て

・
中
学
校
給
食
は
長
の
政
策
判

断
だ
。
一
日
も
早
い
決
断
を
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等

共
済
事
業
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
老
人
保
健
（
医
療
）
特
別
会

計
◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計

【
結
果
】
以
上
、
賛
成
全
員
で

可
決


